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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.660）  ・・・P1 「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P5 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.660） 

・共英製鋼株式会社製の高強度せん断補強筋「キョウエイリング 685」に対応しました。 

2022 年 1 月にリリースした「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.660）より、共英製鋼株式会社製の高強度せん断補強筋「キョウエイリン

グ 685」に対応しました。「今月のイチオシ」では、２回に分けてキョウエイリング 685 についてご紹介したいと思います。 

キョウエイリング 685 は、RC 大梁、基礎梁、RC 柱に使用でき、入力画面および計算書では、呼び径（KY10、KY13、KY16）

で表示します。 

高強度せん断補強筋 会社名 大臣認定番号 呼び径 

キョウエイリング 685 共英製鋼株式会社 MSRB-0123 KY10,KY13,KY16 

 

SABTEC 評価を受けており、既に組み込み済みの SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による高強度せん断補強筋と同様の

計算内容となります。計算の詳細は、『SABTEC 高強度せん断補強筋設計施工指針』を参照してください。 

高強度せん断補強筋 会社名 設計指針 評定番号 

キョウエイリング 685 共英製鋼株式会社 キョウエイリング 685 設計施工指針 

（令和 3 年 1 月 22 日） 

SABTEC 評価 

20-01 
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・キョウエイリング 685 の入力は呼び径で行います。 

対話入力の場合は、スタラップ断面あるいはフープ断面の鉄筋で「KY 径」を選択後に、呼び径を選択して入力します。 

 
▼梁、基礎梁 ▼柱 

 

 

一括入力の場合は、以下の下線部のように呼び径（「KY 径」）で入力を行います。 

▼梁、基礎梁 ▼柱 

GME2 REG1 3-3 D22 3-KY13-150 CME2 REC1 4-3-10-D25 2-3-KY13-100 
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・計算書には評定番号、大臣認定番号を出力します。 

  
 
 

・計算書の「断面リスト」には呼び径で出力します。 

 ▼梁、基礎梁 

▼柱 
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・計算書の「断面計算結果」に検討結果を出力します。 

 

     

 

長期および短期の許容応力度の検討を行います。 

短期の検討では、計算ルートに応じて、短期せん断設計方法を安全性確保(Qd/Qa)あるいは

損傷制御(Qds/Qas)で行います。 

計算ルート 3 の場合は、入力指定により、両方の検討を行うことも可能です。指定する場合は、

許容応力度計算データの［ＤＥＳ５］（RC 造断面計算条件）の 17 項目で行います。 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：鉄骨造で「3604 1荷重増分での最大収斂計算回数を超えているため、荷重増分の分割を細かくする必要が

ある」の注意メッセージについて指摘された 

Ｑ．計算ルート３のＳ造の物件に関して、Ds 算定で「3604  1 荷重増分での最大収斂計算回数を超えているため、荷重増分の分割を細かくする

必要がある」の注意メッセージが出力されました。 

Q-δ関係図を確認したところ曲線の傾きがほぼ水平になっていることは確認済ですが、適合性判定機関より、収斂せずに途中で終了している状

態で問題ないかと指摘を受けました。どのように対処すればよいでしょうか？ 

 

A． 状況としては、多くの部材が降伏していて不安定な状況のため、計算が収斂せずに終了している状況です。 

１荷重増分での荷重分割を細かくする（保有水平耐力計算データ［ＵＬＡ２］の２項目の値を大きくする）ことで、収斂できることがありま

すが、［ＵＬＡ２］の２項目の値をかなり大きな値にしても収斂できない場合は、どうしても不安定な状態で、これ以上は荷重増分することは

できない状態です。 

Q-δ関係図で曲線が水平勾配に近い状態の場合は、これ以上押しても応力の上昇は微小ですので、終了時点で Ds を判断しても問題ないと

考えられます。 

Ｓ造の場合、Ds に関係するのは、各部材の幅厚比、横補剛検討、露出型柱脚の保有耐力接合検討、基礎梁のヒンジの有無ですので、計

算終了時点の状態で これらの判断が適切に行えれば問題ありません。 

Q-δ関係図で曲線が水平勾配とはなっていない状態の場合は、部材個々の終局時の状況が判断できず、横補剛検討、露出型柱脚の保有耐

力接合検討、基礎梁のヒンジの有無の判断が危険側になってしまう可能性があります。 

保有水平耐力計算データの［ＮＳＴ４］（種別の制御）の８項目（破壊モードの判定）の入力を 2（技術基準における余耐力法）にす

ると、Ds 算定時の応力比を使って、部材個々の終局時の応力を想定し、その想定した崩壊メカニズム時の応力で、横補剛検討、露出型柱脚

の保有耐力接合検討、基礎梁のヒンジの有無の判断を行いますので、Q-δ関係図の曲線が水平勾配になっていない場合や未崩壊部分が多く

て Ds の判定が難しい場合は、余耐力も併用して Ds を判断してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を約 250 件、通常の Q&A を 3650 件以上掲載しています

ので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

https://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
https://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

